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第１回 伊達市データ駆動型スマート農業推進協議会 議事要旨 

開 催 日 時  令和７年９月１日（月）14時 00 分～14 時 50 分 

開 催 場 所 伊達市役所保原本庁舎 東棟３階 庁議室 

委 員 
出席 

末永 孝 (キュウリ生産者) 

須田 紀之 (イチゴ生産者) 

髙岩 和史 (福島県県北農林事務所伊達農業普及所) 

高際 均 (国立大学法人 福島大学) 

髙橋 和也 (全国農業協同組合連合会福島県本部) 

髙橋 弘 (ふくしま未来農業協同組合伊達地区本部) 

丹治 絵美子 (伊達市 産業部長) 

新田 耕作 (福島県農業総合センター) 

欠席  

市出席者 

須田 博行（伊達市 市長) 

安田 宏司 (伊達市 産業部農政課長) 

長谷川 徳也 (伊達市 産業部農政課農政企画係長) 

佐藤 智彦 (伊達市 産業部農政課農政企画主査) 

須田 幸恵 (伊達市 産業部農政課農政企画主事) 

髙橋 径俊 (【委託事業者】新福島産業創生プロデュース) 

会議資料 

 次第 

 資料１ 伊達市データ駆動型スマート農業推進協議会設置要綱 

 資料２ データ駆動型スマート農業～産地維持への挑戦～ 
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発言等 会議の経過（議題・発言内容・結論等） 

 

司 会 

 

市 長 

 

 

市 長 

 

司 会 

 

 

 

委 員 

司 会 

委 員 

事務局 

 

 

委 員 

 

司 会 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

須田委員 

 

司会進行：安田課長 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状交付 

委員一人一人へ委嘱状を交付 

 

３ 市長あいさつ 

 

４ 会長及び副会長の選任 

伊達市データ駆動型スマート農業協議会設置要綱第６条第１

項により、会長及び福会長は互選により定めまるとされている。

どのような方法で互選するか、皆様にお諮りする。 

「事務局一任」 

事務局一任との声が有った。そのような方法で決めて良いか 

「異議なし」 

会長  福島大学 特任教授 高際均委員 

 副会長 JA ふくしま未来伊達地区本部本部長 高橋弘委員 

 以上をご提案する。 

「異議なし」 

 

本会議中の写真はホームページ等で公開する。 

本日は、本業務の委託先である新福島産業創生プロデュースが

同席している。 

 

議事進行：高際会長 

５ 協議事項 

（１）伊達市データ駆動型スマート農業推進協議会設置要綱に 

ついて 

（２）データ駆動型スマート農業 

関連事項であることから一括説明を求める。 

 

資料１ 伊達市データ駆動型スマート農業推進協議会設置要綱 

資料２ データ駆動型スマート農業～産地維持への挑戦～ 

 一括説明 

 

 〇質疑応答 

 

資料２の P.9 スキーム図において、第１期の STEP3 に「生育デ

ータと JA 出荷データを突合」とあるが令和８年度に実現できる
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末永委員 

 

事務局 

 

須田委員 

高橋弘委員 

 

 

 

 

 

高橋弘委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

髙岩委員 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

司 会 

のか。 

私は２・３年前から収穫量を自らデータ化している。 

生育データを取る事は全国的に実施しているが、肝心なのでは

どれくらい収穫できたのかを自らデータ化することが大変。 

一番期待しているのは JA ふくしま未来での出荷データとの突

合が出来れば、はずみがつくはず。 

キュウリも生産量は上下する。谷が有ったり上がったりする。

その谷の部分をいかに少なくするかが生産量を上げる鍵となる。 

JA 組合員のデータは、突合は可能であるかもしればいが、組合

員以外に対する情報の発信など取り扱いが課題である。 

出荷量の突合は重要であり、JAに強く求めたい。 

本協議会において、営農データでこれから共有をしていきなが

ら、次期生産者の為に数字的に共有出来るようなシステムであれ

ば、垣根を越えて全体的に実施する必要もあると思う。 

イチゴやキュウリ生産部会等も理解いただければ、良い方向に

進むだろう。我々も前向きに協力させて頂きたい。 

 

資料２の P.9 スキーム図にある「令和６年・７年の高知大学の

クラウドの活用」とあるがデータ分析もするのか。 

令和６年度試験導入であり、延べ５件分とデータが少なく分析

に至っていない。 

令和７年度は、延べ 40件のデータ（９か月×20件）が蓄積。 

分析方法は高知大学と協議中。伊達市の天候データや雨量デー

タなど、すべて突合しないと収量の因果関係が見えない。 

そこをどの程度まで分析し、データを突合可能できるかが課題

ではあるが、分析を進めていきたい。 

資料２の P.9 スキーム図の第２期にある「令和７年度からの協

議会・共有会議発足」のスケジュール感を知りたい。 

令和７年度は、キュウリ農家３回、イチゴ農家４回の計７回の

共有会議を開催。 

月１回ペースで共有会議を開催予定。 

 

６.その他 

〇事務連絡 

第２回の本推進協議会は先進地視察とし 11 月を予定 

委員の皆様には、データ駆動型スマート農業を推進している自

治体ないし法人を日帰りできる範囲で視察先の紹介を頂きたい。 

 

７ 閉 会＜14時 50 分＞ 

 


